

































































































































































販 売 品 |商 庖 1 原 売 品 商 庖
蜜 柑 新杵菓子舗 菓 子 お ふ く 餅
陶 磁 器 大門屋小間物膚 蜜 柑 浅井玩具庖
カ '司E ポ コ 下谷袋物庖 青 物 類 石波志麺類唐
書 籍 加藤煙草庖 ピール瓶詰 ヲイオ Y 食堂
，、. ナ ナ 荒川眼鏡庖 あ ら れ 博 品 館
お も ち や 野々村商庖 絵 業 書 青山雑貨庖
荒 物 類 シパニ化粧品庖 キ+ラメノレ 賀 屋 商 1芭
お 茶 まからんや雑貨庖 特売帽子 虎 屋 商 底
生 魚 ゃっこ食堂 太 物 類 野々部時計庖
果 物 伊藤洋物庖 子供服、ほか一種 長谷川洋品広
柿 高砂屋袋物庖 干 物 類 繊 お 、t. し
特売帽子 鬼 頭 紙類一式 菊良刃物底
鼻 緒 井上眼鏡庖 炭 桔梗屋麺類庖
果 物 魚作楽器庖 不 明 魚佳玩具庖
麻裏草屡 丸金小間物庖 文 房 具 大須バザー
実 用 鍋 菅原屋洋品底 潰 物 類 小谷時計庖
牛肉特売 尾 JI 家 ~ミ γ 松 月
甲斐絹徳用切れ うさぎや洋物庖 鰹節、ほか 2種 清水洋物庖
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6)平野豊二郎『大須大福帳』 双輪会 1980 190"'191頁。
7)近世都市から近代都市への転換期の都市の「浮動性」について、橋爪氏が
大阪の仮設興行街に注目して論じている。 c橋爪紳也「都市と見世物小屋
の近代JW明治の迷宮都市』平凡社 1990 5 "'34頁〉。
8) W名古屋新聞.lI1919 C大正8)年4月22日。
9)平野前掲書 274頁。
10) W名古屋新聞.lI1924 C大正13)年2月21日。
11)藤田貞一郎「日本資本主義発達史における国内商業の変革過程J Wヒスト
りア.lI97 1982。藤田は本論文において、東京・大阪・京都に、異業種の
商人の団体組織が確固としてあらわれるのは1907C明治40)年ころからと
指摘している。
12)前掲の拙稿においても、この問題について若干触れている。
13)初回亨『百貨底の誕生』三省堂 1993 174"'179頁。
14) W名古屋新聞.lI1924 C大正13)年2月21日。
15)名古屋市では大正12年度以来、主要道路の舗装工事を行っているが、翌年
度の予定工事の中に万松寺通りが入っていなかったため、住民が市長を訪
れて陳情した CW名古屋新聞.lI1924 C大正13)年3月31日〉。
16) W名古屋新聞.lI1924 C大正13)年2月26日。
17) W名古屋商業会議所月報.lI205号 1924年。
18) W名古屋新聞.lI1924伏正13)年4月8目。
19) W名古屋新聞.lI1924 C大正13)年5月14日。
20) W名古屋商業会議所月報.lI221号 1925年。
21)名古屋広告協会『陳列窓講習会の教材.lI19300 
22) W名古屋新聞.lI1926 C大正15)年1月13日。
23)平野前掲書315頁。
24) W名古屋新聞.lI1928 C昭和3)年10月3日。
25)大西行雄嘉回由紀子「町の風景湖北長浜を訪ねてJC古川彰大西行
雄編『環境イメージ論』弘文堂 1992 121"'145頁〕では、現代都市長浜
における商庖街の街灯についての調査から、 「複雑に展開する多彩な街灯
の風景は、ガチャガチャしたうるさい風景であると同時に、小さな地域単
46 
位にアイデンティティをもちながら競い合ってその環境を維持している私
たちの日本の街の原風景でもあるのだ。」と述べられている。
26)前掲書『日本大須』の中では、大須周辺の各商庖街の街灯を写真掲載し、
商后街の紹介を行なっている。
27) 1940 (昭和15)年頃には、盛り場の美観について検討がされている。(金
井静二「名古屋大須の計画J~都市美11 30 1940)。
付記
本稿の骨子は第36団地理思想研究部会，第50回歴史地理研究部会(共催)(1994
年7月2日於:大阪市中央公会堂〉で発表した。
橋爪紳也氏には、関連文献の提供・御助言を頂いた。記して御礼申し上げます。
(大学院後期課程学生〉
